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第１節 調査の概要 

（１）調査の目的 

狭山市地域福祉推進計画の中間評価にあたり、狭山市民の福祉に関する意

識及び潜在的なニーズ等を把握するとともに、今後の地域福祉に関する計画

のあり方を検討するための基礎資料とすることを目的に実施しました。 

なお本報告は、単純集計結果をまとめた経過的報告であり、今後、クロス

集計等、必要な分析を加えた最終報告を行う予定です。 

 

（２）調査対象者 

1,987 名（狭山市在住の２０歳以上の方から無作為に抽出しました。） 

 

（３）調査方法 

郵送配布・郵送回収 

 

（４）調査期間 

平成２８年９月２０日（火）から１０月２１日（金）まで 

 

（５）回収結果 

① 配 布 数： 1,987 票 

② 有効回収数：   830 票 

③ 回 収 率：    41.8％ 

 

（６）注意事項 

① 調査結果の比率は、その設問の回答者数を基数として、小数点以下第 

２位を四捨五入して算出しています。四捨五入の関係で、合計が 100％に

ならない場合があります。 

② 複数回答形式の場合、回答比率の合計は通常の 100％を超えます。 

③ 選択肢の語句が長い場合、本文や表・グラフ中では省略した表現を用い

ることがあります。 

 

市民アンケート調査中間報告 
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第２節 調査の結果 

（１）回答者に関する基本的な情報 

 

問１ 性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 年齢層 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 居住地区 
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問４ 現住所の居住年数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 就労状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 通勤・通学先の場所 
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問７ 家族構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ 住居形態 
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（２）あなたの家族と身の回りに関すること 

 

問 9 あなた自身、またはあなたと同居されているご家族の中に次に掲げる方が

いますか。あてはまるところ（全て）をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「乳幼児や小学校低学年児」（11.6％）が最も高くなっています。

子育て、介護、介助等、何らかの事情により、支援が必要な同居家族

がいる方の割合は、合わせて 26.2％となっており、前回調査の 19.0％

と比べ、大幅に増えています。 
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問 10 その方の生活課題（身の回りのことや家事等）は、その方自身が解決さ

れていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 13） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「その方だけでは、解決

できない生活課題がある」

または「その方だけでは、

解決しにくい生活課題が

ある」と回答された方が

48％となっています。 

前回調査では「自分だけ

ではできない・できにくい

ことがある」と回答した方

が 54.8％と減少していま

すが、「基本的に、その方

自身が解決している」と回

答された方も減少してい

ます。 
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問 11 その方の生活課題の解決に向け、どのような方法をとられていますか。

あてはまるところ（全て）をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 14） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「同居の家族に手伝ってもらっている」（56.5％）がもっとも高く、

次いで「公的福祉サービスを利用している」（18.5％）となっていま

す。 

前回調査でも「家族に手伝ってもらう」がもっとも高く、家族によ

る支援の大きさが伺えます。 
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問 12 本来、生活課題を解決するための「望ましい姿」について、あなたの考

えに近いものはどれですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「家庭や地域住民だけで手助けできないときに、市が手助けを行う

べきだ」（47.1％）がもっとも高く、次いで「家族内でお互いに支え

合うべきだ」（13.6％）となっています。 

前回調査では「家庭及び地域住民だけで手助けできないときに、市

が手助けを行う」がもっとも高く、次いで「すべて市（公的福祉サー

ビス）により、解決すべきだ」となっていました。 
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（３）あなた自身が抱える「悩み・不安」に関すること 

 

問 13 暮らしの中で、あなた自身やご家庭のことで、どのような「悩み・不安」

がありますか。あてはまるところ（３つ以内）をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 9） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「健康・病気」（49.4％）、「老後・将来」（46.7％）、「家計・金銭的

なこと」（30.0％）が高くなっています。 

なお、前回調査においても、同様の回答が上位となっていますが、「健

康・病気」についての回答が微減しています。 
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問 14 その「悩み・不安」について、誰に相談されていますか。主なものを３

つ以内で挙げてください。あてはまるところ（３つ以内）をお答えくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 10） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「家族・親族」（57.3％）、「知人・友人」（30.1％）がもっとも高

くなっています。一方で「相談したくない、自分で解決する」（4.5％）、

「相談できる人や相談先がない」（8.9％）となっています。 

前回調査においても同様の回答が上位となっていますが、「相談でき

る人や相談先がない」という回答が微増しています。 
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問 15 （問 14 で「相談できる人や相談先がない」「相談したくない、自分で解

決する」と回答された方のみ）その理由は何ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「相談できる人や相談先がない」「相談したくない、自分で解決する」

と回答された方があげる理由として、「自分でギリギリまで頑張りたい

から」（35.8％）がもっとも高く、次いで「気軽に相談できる相手が

いないから」（28.5％）、「誰に相談すれば良いのか分からない」

（17.9％）となっています。 
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（４）ご近所づきあいや自治会活動に関すること 

 

問 16 「ご近所づきあい」について、あなたの考えに近いものはどれですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 16） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「日頃から大切にしている」（28.3％）がもっとも高く、次いで「顔

や名前ぐらいは、知っている」（27.6％）「万一の際は、互いに助け合

えるよう心がけている」（26.7％）となっています。 

なお、前回調査でも同様の上位回答となっていますが、「日頃から大

切にしている」という回答が微減しています。 
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問 17 ご近所とのコミュニケーションをとる機会（世間話をする機会）はどの

位の頻度でありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ほとんどない」（34.3％）

がもっとも高く、次いで「月

1～2回程度」（19.0％）、「週

に 1 回程度」（18.9％）とな

っています。 

 ご近所とのコミュニケーシ

ョンが「週に 1回」以下しか

とる機会がない方が全体の約

7 割と、日常的なご近所との

コミュニケーションの少なさ

が見えます。 
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問 18 ご近所に関して、どのような困り事がありますか。あてはまるところ（全

て）をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 17） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「住民のモラル（ごみ・騒音・違法駐車などの迷惑行為）」（16.7％）

がもっとも高く、次いで「災害時の体制」（12.4％）、「住民相互の交

流不足・近隣関係の希薄」（12.2％）となっています。 

なお、前回調査では、「ごみ問題や騒音、違法駐車等モラルの問題」、

「災害時の体制」、「住民相互の交流不足・近隣関係の希薄」の順とな

っています。平成 28 年度台風 9 号による浸水害の影響で、災害時の

体制の必要性が意識された可能性があります。 
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問 19 仮に、ご近所で身の回りのことや家事等に課題を抱える方がいた場合の

解決方法について、あなたの考えに近いものはどれですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 18） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「支援をしたいが、自分のことで精一杯で、その余裕がない」

（29.0％）がもっとも高く、次いで「近所に住む者として、できる範

囲で支援したい」（27.2％）となっています。何らかの形で「支援を

したい」と考えている方が、80％余りに達しています。 

なお、前回調査では、「近所に住む者として、できる範囲で支援した

い」がもっとも高く、次いで「支援をしたいが、自分のことで精一杯

で、その余裕がない」となっています。 
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問 20 自治会に加入していますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 21 自治会に加入して良かったことは何ですか。あてはまるところ（全て）

をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 20） 

 

 

 

 

 

 

自治会に加入して良かったこととしては「自治会内のさまざまな情

報が入手できる」（37.6％）がもっとも高く、次いで「良好なご近所

づきあいにつながる」（34.1％）、「災害時、お互いに助け合うことが

できる」（29.3％）となっています。 

前回調査でも同様の上位回答になっています。 

自治会に加入して

いると回答された方

は全体の 85.7％とな

っています。 
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問 22 自治会に加入していない理由は何ですか。あてはまるところ（全て）を

お答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会に加入していない理由としては「特にない」（24.4％）がも

っとも高く、次いで「自治会の役員・班長ができない」（17.6％）、「仕

事・家族の世話などで時間がない」（17.6％）、「自治会が何をしてい

るのか分からない」（16.8％）となっています。 
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（５）地域活動に関すること 

 

問 23 地域のつながりの必要性について、あなたの考えに近いものはどれです

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 24 地域での住民相互の支え合いに対する考えについて、あなたの考えに近

いものはどれですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「とても必要だと思う」

（29.2％）、「まあまあ必

要だと思う」（60.8％）と、

全体の約 9 割が地域のつ

ながりの必要性を感じて

います。 

住民相互の支え合いが「あったら良い」との回答が「あいさつや声かけ」

（79.4％）、「避難の手助け」（61.1％）、「ゴミ出し」（45.9％）で多く

見受けられました。 
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問 25 あなたは現在、地域のつながりや支え合いを高めるような活動（地域活

動）をされていますか。あてはまるところ（全て）をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 21） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自治会活動」（21.9％）がもっとも高く、次いで「地域行事活動」

（7.1％）、「福祉活動（子育て・介護、サロン）」（4.2％）となってい

ます。 

前回調査から、「特に活動していない」との回答が微減しています。 
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問 26 地域活動を始めた動機（キッカケ）は何ですか。あてはまるところ（全

て）をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 22） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自治会などから声がかかったから」（49.0％）がもっとも高く、

次いで「家族や友人に誘われたから」（16.9％）、「活動の趣旨・目的

に賛同したから」（15.6％）なっています。全体の約 5 割超が、誰か

から声をかけられて活動を始めています。 

前回調査では、「活動の趣旨・目的に賛同したから」がもっとも高く

なっています。 
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問 27 地域活動を続けている理由は何ですか。あてはまるところ（全て）をお

答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 23） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地域の役に立つから」（50.0％）がもっとも高く、次いで「人脈

を増やす（人との出会い）から」（21.9％）、「心身の健康増進につな

がるから」（15.2％）となっています。 

前回調査でも同様の上位回答となっています。 
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問 28 今後、地域活動への参加の依頼があった場合、あなたは地域活動に参加

したいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 29 地域活動への参加をしたいと思わない理由は何ですか。あてはまるとこ

ろ（全て）をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「参加したいと思う」

（14.5％）、「まあ参加し

たいと思う」（33.0％）

と、参加に意欲のある回

答が全体の約 5 割弱とな

っています。 

「仕事を持っているので時間がない」（51.6％）がもっとも高

く、次いで「健康や体力に自身がない」（27.8％）、「興味の持て

る活動が見当たらない」（20.2％）となっています。 
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問 30 （この設問は、59 歳以下の方がお答えください。）あなたは、あなた自

身が 60 歳を迎えた後、主にどのように過ごしたいと考えていますか。あ

てはまるところ（３つ以内）をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 11） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「趣味や余暇を楽しみたい」（58.5％）がもっとも高く、次いで「収

入にこだわらないが、働くことは継続していきたい」（43.4％）、「経

済的に自立するために、現役同様に働きたい」（28.5％）となってい

ます。 

前回調査でも同様の上位回答となっています。 
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（６）大規模災害を教訓とした今後の活動に関すること 

 

問 31 あなたは、東日本震災や熊本地震などの大規模災害が発生する「前」と

「後」とを比べ、価値観や意識が最も大きく変わったことは何ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 29） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「災害を始めとした危機意識」（42.4％）がもっとも高く、次いで

「大きな変化はない」（17.6％）、「自治会やご近所との結びつき、地

域の絆」（15.2％）となっています。 

前回調査では、「災害を始めとした危機意識」、「大きな変化はない」、

「住まい・建物の耐震化」の順となります。 
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問 32 「災害時に住民が支え合う地域づくり」には、何が必要だと思いますか。

あてはまるところ（３つ以内）をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 33 「災害時に住民が支え合う地域づくり」を進める上で、あなたができる

ことは何ですか。あてはまるところ（３つ以内）をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「日頃からのあいさつ、声かけやお付き合い」（75.7％）がもっと

も高く、次いで「地域の高齢者などがどこに住んでいるのか一目で分

かるマップ（地図）の作成」（27.0％）、「防災などに関する勉強会（危

険な箇所の把握など）」（24.9％）となっています。 

「日頃からのあいさつ、声かけやお付き合い」（79.4％）がもっと

も高く、次いで「地域での定期的な避難訓練への参加」（31.0％）、「防

災などに関する勉強会（危険な箇所の把握、災害ボランティア養成な

ど）への参加」（20.1％）となっています。 
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（７）身近に感じる地域に関すること 

 

問 34 あなたにとって身近に感じる「地域」とは、どのような範囲ととらえて

いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 35 「地域」に対する愛着がありますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「隣近所」（36.7％）がもっとも高く、次いで「自治会」（22.7％）、

「狭山市全体」（11.8％）、「自治会での班」（11.0％）となっていま

す。 

「とても愛着がある」

（15.8％）「ある程度愛

着がある」（61.1％）と、

地域への愛着があると回

答された方が、全体の約

8割弱となっています。 
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問 36 あなたにとって「地域」は暮らしやすいですか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 37 暮らしやすいと思う理由は何ですか。あてはまるところ（３つ以内）を

お答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 暮 ら し や す い 」

（29.0％）「どちらかと

言うと暮らしやすい」

（44.5％）と、地域が

暮らしやすいとの回答

された方が全体の約 7

割強となっています。 

「自然災害が少ない」（53.9％）がもっとも高く、次いで「買い物

の利便性」（49.4％）、「自然が豊か」（35.7％）となっています。 
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問 38 市と社会福祉協議会が策定した「狭山市地域福祉推進計画」を知ってい

ますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 29）      （問 30） 

「地域福祉計画」         「地域福祉活動計画」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「知っている」「名前ぐ

らいは知っている」と回

答された方が全体の

34.0％となっています。 

前回調査では、地域福

祉推進計画の前身である

地域福祉計画や地域福祉

活動計画についての認知

度を確認しましたが、微

増しています。 
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問 39 あなたは、社会福祉協議会という名前や社会福祉協議会の活動を知って

いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 36） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「名前も活動も知って

いる」（24.0％）、「活動は

知らないが、名前ぐらいは

知っている」（48.0％）と、

社会福祉協議会の名前は

知っていると回答された

方が全体の約 7 割強とな

っています。 

前回調査では、社会福祉

協議会の活動を「あまりよ

く知らない」という方が多

かったため、まだまだ周知

が必要です。 
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問 40 あなたは、民生委員の役割や担当民生委員の氏名を知っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 37） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「民生委員の役割と担当

民生委員の氏名の両方を知

っている」（18.9％）、「民

生委員の役割は知っている

が、担当民生委員の氏名は

知らない」（37.3％）と、

民生委員の役割を知ってい

ると回答された方は全体の

56.2％となっています。 

前回調査から、民生委員

の役割を知っていると回答

された方は増加していま

す。 
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問 41 暮らしやすい地域にするためには、地域のあり方や福祉サービスをどの

ようにしていくことが必要ですか。あてはまるところ（３つ以内）をお答

えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 38） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「年金など、社会保障の充実」（40.7％）がもっとも高く、次いで

「ご近所づきあい、住民相互の交流」（38.9％）、「介護など、公的福

祉サービスの充実」（32.7％）となっています。 

前回調査では「年金など、社会保障の充実」、「介護など、公的福祉

サービスの充実」、「ご近所づきあい、住民相互の交流」の順となって

います。前回に比べ、「ご近所づきあい、住民相互の交流」や「地域住

民の支え合いや助け合い」といった回答が微増しています。 
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（８）地域福祉の推進状況に関すること 

 

問 42 市と社会福祉協議会では、平成２７年度からの地域福祉を推進していく

ための計画として「地域福祉推進計画」を策定し、地域住民・地域福祉活

動団体・市・社会福祉協議会の協働による取り組みを進めています。計画

策定前と比較して、次に掲げる取り組みについて、どの程度進んだと思い

ますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「とてもそう思う」、「そう思う」と進捗度が進んだとの回答が、「隣

近所でのあいさつや声かけが進んだ」（18.4％）、「健康づくりの場や

機会が増えた」（17.5％）、「コミュニティサロンなどの生きがいづく

りの場や機会が増えた」（15.5％）で多く見受けられました。 
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問 43 今後、地域福祉を充実させるために、市や社会福祉協議会が優先的に取

り組むべきものは何だと思いますか。あてはまるところ（３つ以内）をお

答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地域における災害時の体制整備」（41.3％）がもっとも高く、次

いで「地域福祉に関連する人材の育成」（26.7％）、「情報提供体制の

充実」（26.4％）、「福祉に関する総合相談など、体制の充実」（25.8％）

となっています。 
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（９）自由意見 

問 44 その他、「地域のつながりと支え合い」を高めていくためのご意見や、

ご提案等がありましたら、ぜひご記入ください。また、アンケートの方法

や内容等についてのご意見やご感想がありましたら、ぜひご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な意見 

● つながりにはまず「あいさつ」からだが、若い世代で「あいさつ」

ができていない人が多い。 

● 災害時こそ地域の本来の姿が現れるので、色々なことを想定して、

つながりをつくることが大切。 

● 参加しやすいように、負担の少ない自治会活動へ、時代の変化と

ともに変えていくことが必要。 

● 毎日が仕事や子育てで忙しく、福祉の対象となる家族がいないの

で、地域について考える余裕がない。 

● どのような活動が地域であるのか分からないので、広報の仕方に

工夫をしてほしい。 

● どこに行けば必要な情報が入手できるのか分からない。 

● 学校教育の場でも「地域のつながりと支え合い」を強く意識させ

る必要がある。 

● 周囲に活動をしている人がいないので、どう参加したら良いのか

分からない。 

● 人のつながり・交流の中心に社協があってほしい。 

● 相談しやすい環境と体制の確保が必要。 

● 元気な高齢者の活躍の場を更に広げる必要がある。 

● 市には人口減少対策を考えて、地域の衰退を防いでほしい。 

● 活動している人はまだまだ限られた人なので、熱心なリーダーの

発掘や育成を社協で進めてほしい。 

● 誰でも入りやすいコミュニティースペースがあると良い。 

● 福祉バスや巡回車のような交通手段の充実を図ってほしい。 

● アンケートの枚数が多く、誠意のある人しか書かない偏った回答

になってしまうのではないか。 

● アンケートが地域のことを考えるきっかけとなった。 
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１ 地域住民相互のつながりを深めることに関すること 

① 地域住民相互での助け合いに関すること 

（ア）あいさつに関すること 
● 昔と違い「自分が良かれ」と

思ったことが相手には迷惑だと

思われることがある。相手があ

る事なのでその点は難しい。相

手に対して気を遣ったり、向こ

うがどう思うかとか考えたりす

ることがわずらわしい時もあ

る。「地域のつながり」大切だと

思うので、あいさつなどできる

限りの最低限な事は努力し続け

ていきたい。 

● つながりは先ず挨拶からでは

ないか。私の故郷では知らない

子供でも相手から先に声が出

る。狭山市も長い目で見て本気

で取り組むべきだ。 

● 最近の若いお母さんが挨拶で

きない人が多いです。悲しいこ

とです、寂しいことです。 

● 基本的に小中学生、若い世代

が挨拶ができない。狭山市に来

て一年たつが、若い世代が挨拶

できない理由は大人がしっかり

していないからだ。平気で信号

無視をする。挨拶をしても返っ

てこない。普段からできないの

に災害が発生したら助け合える

ものもできない。小さなことで

あるがその意味は大きいと考え

る。地域社会で些細な事から言

い合えることが大事だと思う。 

● 毎朝、児童の通学見守りをし

ていますが、子供たちの挨拶が

ありません。毎日顔を合わせる

人が相手ですから、元気な声が

利きたいものです。もっと家庭

でも学校でも指導が必要です。 

 

（イ）災害に関すること 
● 災害などが起きたとき日頃か

ら近所付き合いを良くしてい

て、一人一人ができる最大限の

ことをして、行政もできる限り

みんなの為になるように、色々

なことを想定して心得ていけば

意外とみんなの為になるかもし

れません。 

● 避難所とされているところの

整備が最重要課題と思います。

課題はトイレ、水。 

 

● 災害発生時の対応として、特

に「一人住まいの高齢者宅」「身

体障碍者宅」などへの想定対策

がどのように考えられているの

か見えてないので心配。 

● 国内で起きている大きな災害

があり、テレビなどで見て知っ

ているので、災害時における地

域体制整備の必要性はかなり高

まっていると思います。市をあ

げての取組みがあってもいいと

思う。 
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● 私の居住地域では、東中が廃

校になり、防災では大きな不安

を感じます。自治会もないので

地域の行事にも参加できない、

防災訓練も自治会単位なので参

加しようがありません。どうす

ればよいのか万一のとき不安で

す。 

● 災害時こそ地域の本来の姿が

現れると思います。市民に丁寧

な行政が行われてこそ市民にも

余裕ができて支えあいが可能に

なるのではないでしょうか。 

 

 

（ウ）自治会・民生委員に関すること 
● やりたくない自治会活動、で

もこれらを我慢して経験すると

地域のことがわかり、つながり

も生まれる。そして世代を超え

た交流も生まれると思う。今後

子供が大きくなると地域との関

わりが薄れてくるのが不安で

す。 

● 自治会は必要ですが、活動が

負担になります。高齢化に合わ

せて行事・活動も変化が必要で

す。 

● 自冶会や民生委員などの役割

をもう少し明確にし、必要最小

限にすべき。災害や単身世帯の

把握や班内へのフィードバック

のシステムが必要。 

● 自冶会活動などの身近な地域

活動への参加から「地域のつな

がりと支え合い」が始まると思

います。 

● 地域内でのスポーツの交流を

自冶会で作ってほしい。 

● 働く世代が積極的に参加運営

できる自治会体制が望ましい。 

 

● 自治会を辞めた場合のデメリ

ットやメリット、辞め方とかを

知りたい。自治会に入らなくて

もよいならすぐにでも退会した

い。 

● 自治会の役員、班長の担当が

回ってくるが大変負担である。

解決策は自治会を退会する以外

はないのか。自治会に入会す

る・しないは自由なのか、入ら

ないデメリットを知りたい。 

● 自治会の役員の件、私共高齢

者になり希望としては会費を納

め脱退をしたい。他の地区では

どうしているのか知りたい。 

● 自冶会参加と言われるが、高

齢化を理由に脱退していく傾向

があるようです。もっと参加し

やすい体制ができるといいので

すが、自冶会に入れないかとい

う市への問い合わせに「衛生費

を払えばゴミも出せるので」と

いう答えがあるというが、如何

なものでしょか。 

● 若い人たちが気楽に参加でき

るような自冶会作り。 
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● 高齢化の時代、自治会活動も

負担になって来ました。ささえ

あい、つながり必要なことは十

分承知していますが、もう少し

自治会の内容を考えて時代に合

わせて変化することが必要では

ないでしょうか。 

● 地域転入者が自治会に入らな

いケースが多い。地域福祉の重

要性を理解してもらうために、

啓発活動が必要です。日常から

声かけ戸別訪問など地域の中か

ら福祉行政委員として持ち回り

で活動できないだろうか。 

● 自冶会（すなわち地域住民）

への働き方が少ないような気が

します。もっと福祉に関するこ

とを地域に直接降りてきて話し

かける方法がないものだろう

か。月に一回自冶会は集まりを

持っているので、そこに来てせ

めて班長さんなどに福祉のこと

を語ってほしい。 

● 単に地域と言われますが、自

治会自体が市からの配布物や回

覧物や募金の集金のみにあるよ

うです。各自治会によって異な

ると思いますが、年々人間味が

無くなるようで寂しく思いま

す。 

● 地元の古い人たちが自治会費

などを掌握しており、お疲れさ

ん会などわかりにくい食品の出

費には疑問がある。参加費など

を取り自治会費は使わないでほ

しい。 

● 自治会に加入しているが、高

齢化が進み班長などを引き受け

ない人も増え、退会したいと思

っている。自治会の役員や民生

委員は報酬等があるかもしれな

いが（民生委員はどうやって選

ばれるのか・基準は何か、個人

的な相談などとてもできないと

思う）、自治会など無くして狭山

市が市民に直接、配布物、情報

などを知らせてほしい。班長会

など忙しい中、時間を取られ大

した内容もなく、皆自治会に不

満があっても班長の順番が終わ

るまでの我慢と思い何も言って

いない。 

● 高齢化が進み、自冶会の班長

ができない人が増え、地域のつ

ながりがギクシャクし始め、高

齢者が住みづらくなるんではと

不安だ。 

● 自冶会に入ることでご近所付

き合いがもっと身近になるので

しょうが…。 

● 自冶会の役員などの活動で班

長の負担軽減。住民の高齢化が

進み若手の負担が多くなり、活

動内容も高齢者はかなりの負担

がかかり、自冶会に入りたくな

いとの意見が多くなってきた。

役員がやりたいことを押し付け

るので無く、高齢者を含むでき

ることに変化しなければと思

う。足りない所は公的サービス

で。 
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● 近所に一人暮らしの高齢者が

いて大変不安に感じる時があ

る。手助けは可能な限りしてい

るが、民生委員にもっと見守り

をして頂きたい。 

● 私は障害者としてボランティ

アや行政に世話になっていま

す。民生委員の方々の中には、

単に名誉職と考えている人もい

ます。始めにキチンと意識教育

することが大切です。 

● 関西から引っ越してきて、決

まりごとの多いこと、年取った

老人には冷たいような気がす

る。自分は自分、他人のことは

知らない全部そうだとは言わな

いが雰囲気が悪い暗い。そのた

め民生委員を増やしてほしい。 

● 民生委員の方も最初の年だけ

顔を見せただけで何年も声かけ

一切ありません。とても不信感

を感じます。 
 

（エ）その他 
● 地域のつながりと支え合いは

勿論よいことだが、人によって

は、お喋りやコミュニティー活

動への参加があまり好きではな

い人もいる。そうした人が孤立

せずに済むような押しつけがま

しくなく、労力や時間について

あまり負担にならないような地

域・近所付き合いのかたちを考

えるとよいと思う。 

● 引っ越してきた当時、回覧板

を渡すためピンポンしたら、「ポ

ストに入るでしょ」と嫌な顔を

された。それ以来ずっとポスト

に入れているが、隣に住んでい

ながら付き合いがない。こんな

状態では何かあっても助け合い

ないと思う。回覧板を顔を見て

渡すことからの働きかけを市・

自治会にお願いしたいと思いま

す。 

● 人付き合いが苦手なので、地

域のつながりはあまり必要が➚ 

ない。お金で解決できる業者が

利用しやすい。でも何かあった

時につながりは必要そうなので

悩ましいです。 

● 今の時代なかなか地域のつな

がりは難しいのかな、と思う。

この頃、昔みたいにご近所付き

合いがなく、今ではお金を払っ

て子供を預かって頂くシステム

になっていたり、一昔前みたい

に気さくな感じにお付き合いが

できないのかと…。 

● 自分の近隣に残念なことに自

分中心の方が多く、こちらから

お世話して欲しいとは思いませ

ん。自分で少し遠くても助け頂

ける友達を大切にしています。 

● わが団地ではいろいろなサー

クルが活動しているが、それに

参加できない高齢者などは「支

え合いグリーンハイツ」のメン

バーが声かけしているので良い

つながりが出来ている。 



- 39 - 
 

② 地域福祉への関心を高めることに関すること 

（ア）意識啓発に関すること 
● 家族に福祉や人の力を必要と

する人間が今のところいないの

で、具体的には考えられない。

しかし、１０年後は必要になる

と思う。その時に備えて何かや

らなければならないが、毎日が

忙しくその余裕がないのが現状

である。 

● 誰もが(生きがい)を持って生

涯を生き抜くという感情をもて

るように。 

● 若い世代の人を「地域のつな

がり」にどう引っ張って込むか

課題だと思うが、私も具体策は

ない。  

● 家族内に福祉、介護職者がい

ます。母はまだ働くことができ

ますが父は高齢者です。自分が

都内勤務の為、長年住み慣れた

地域に安らぎを覚えますが、今

回の調査で将来のことに目を向

ける機会となりました。 

● 地域福祉活動には、もっと興

味を持ち積極的に参加しなけれ

ばいけないのですが、参加でき

ないが現状です。 

● 交流機会を増やすことで福祉

への興味・関心を引く。 

 

（イ）広報に関すること 
● 「地域福祉」とは何か。どの

ようにして内容等を把握したら

良いのか見当がつかない。広報

のような冊子にして、各家庭に

配布してほしい。 

● 「地域のつながりと支え合い」

によって、どのようなメリット

があるのか学ぶ機会があればよ

いと思う。 

● 各種福祉活動を受けている方

は感謝していると思うが、それ

以外の人はどのような活動がな

されているのか知らないのでは

ないか。先ず、市民に活動の内

容を受ける条件等を PR してほ

しい。 

 

● 福祉サービスの情報提供にか

かる広報宣伝の方法に工夫が必

要と思われる。 

● 地域福祉の啓蒙は、浸透して

いないように思えるので機会を

捉えて情報を発信して市民の関

心を呼ぶようにすべきだ。 

● 小生は広報も読んだことがな

い、小生のような無関心な人間

にどのようにしたら情報が届く

か検討してもらいたい。 

● 地域福祉はどのような活動し

ているのかわからない。もっと

市民にわかり易くできないか。 

● 文字だらけの広報紙やチラシ

は読みたい、見たいという気持

ちになりにくい。 
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● 地域のつながり、支えあいを

する為の情報が欲しい。たまに

配られる広報紙以外にも地域の

情報が分かるもの、防災メール

のように、市内のちょっとした

出来事や福祉サービス、公民館

でやっているサークル活動など

もメルマガにして、地域の活動

をさらに身近なものにしてほし

い。 

● これから更に高齢化が進み、

パソコン、スマホなどのデジタ

ル通信の普及は進むと思います

が、そのデジタルについていけ

ない人達へのアナログ的な手段

も同じくらいに整えて、なるべ

く取り残しなく支えてもらい、

自立しながら生活していける地

域づくりを願いたい。 

● 地域内の老齢化が進んでいる

が、情報を知っている人、知ら

ない人が分かれている様に感じ

るので、誰も知れるような対策

が検討されると良いと思いま

す。市報などでは老人は読むこ

とが厳しいので、よい方法はな

いかなと・・・。 

● 直接携わっていない私達にと

ってどの様に地域福祉が進んで

いるのか分からないのが現実で

す。今まではこうで、今後こう

いったことをやっていくといっ

たように具体的な形で市民に知

らせて頂くことを望みます。 

 

● どのような取り組みをしてい

るのか見えない。まず「何処」

に行けば取組等の情報が分かる

のか周知すべき。地元への貢献

意識が強いのは自営業の方ばか

り。サラリーマン世帯が地域に

目を向ける必要がある。公立の

小中学校の同窓会の開催のサポ

ートを市が行い、業種を超えた

横のつながりを強化しては。 

● 情報を提供する側やサービス

をする側、受ける側がきちんと

マッチするのは難しいかもしれ

ませんが、そのような努力は続

けてほしい。 

● 狭山市地域福祉推進計画がど

のようなものなのか、普段仕事

人間なので分からない。市民が

分かりやすいように伝達してほ

しい。 

● ライフスタイル多様化の中で

人と会わなくてもｗｅｂなどで

コミュニケーションをとれる環

境なども検討していく必要があ

る。 

● 狭山市の福祉推進がどの程度

進んでいるかわかりません。自

宅に高齢者がいますが、情報な

どはチラシ程度です。 

● ７４歳の女子ですが、狭山に

来て４２年、情報がわかりにく

く思います。きめ細やかにわか

りやすくなればと思います。若

者はあまり気にせず年寄りは難

しい言葉はわからないです。 
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（ウ）イベントに関すること 
● 講演会とか硬いイメージの福

祉イベントではなく楽しく唄っ

たり、踊ったりできるイベント

があると参加者も増えて大きな

つながりが出来るのでは。 

● 「怪我と弁当は自分持ち」と

教育された私としては、まずは

自己責任（自立）であり、優し

さのある社会は必要だが優しす

ぎる社会は「甘え」を産むだけ

であり、権利のみ声高に主張す

る社会になるのは困ります。地

方出身の団塊世代者のためにも

「○○県出身者の集い」の場を

公民館で企画されれば、ふる里

を通じての狭山での新たなコミ

ュニティーが始まると思いま

す。福祉＝多くの人々の幸福、

生活環境の安定・充足。気楽に

行ける場として企画をすれば２

回目以降は有志に企画運営させ

る。（会場の確保、申込みなど不

明なため） 

● 私の住む地域の近くに水野児

童館があります。小さい子供が

いるので利用させていただいて

おりますが、広報などを見ると

他の地区の児童館では参加した

いなと思うイベント等がたくさ

んあります。しかし徒歩や自転

車で気軽に行ける場所ではな

い。地域性などもあると思いま

すが、どの児童館でも同じ内

容・レベルのイベントをしてく

れると子供も親も楽しめると思

います。 

● 子ども達を主役としたイベン

トにすれば、親同士も自然と交

流ができると思います。 

●  駅周辺でのイベントや美化

(明るいイメージに）。 

● 引っ越してきたばかりで何も

分かりませんが、地域と交流を

深めたいが小規模な地域のイベ

ントがあると地域の方とつなが

る機会が生まれるのでは。 

 

（エ）福祉教育に関すること 
● 小中高校でのボランティア活

動体験など、親子で参加できる

ボランティア活動等、福祉に関

する情報の発信の充実ができる

とよいのではないかと思いま

す。 

● 小中学校の福祉教育が大切と

考えます。福祉活動は小さい時

からが大切と考えています。 

● 我々世代はもとより、学校教

育の場においても「地域のつな

がりと支え合い」を強く意識さ

せる必要もある、と感じている。 
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（オ）その他 
● 私の住む地域はつながりを持

ちたいと思える地域ではない。

子供が学校へ行けなくなった時

も変なうわさを流されいやな思

いをした。近くに住む義理の両

親にもいやな思いをさせられ

た。 

● 新興地に住む私には、地域の

つながりは重たく感じる、プラ

イバシーも無くなりそうで、つ

ながりは不要です。 

● 隣の人との付き合いもない。

斜め前の人がどんな人かもわか

らない。このような状況で地域

福祉といわれても難しい。プラ

イベートもあるし何かと難し

い。 

● 今までの生活の延長線上に老

後があるので、個人の考え方を

重要にし、あまり深入りしない

方が良いと思います。どんどん

住みづらくなったように思いま

す。 

● 弱者にやさしい地域になって

くれればよいと思います。他人

を非難ばかりする人がいる地域

はこの先心配です。 

● 自分は仕事をしており、親も

元気なので実際、福祉に関して

身近にあまり考えていません

が、親も高齢になるので、もっ

と考え実行しなくてはと思って

います。 

 

 

● ここ数年、福祉系（ボランテ

ィア、民生委員、困窮など）の

仕事をしていますが難しいで

す。仕事では地域のつながりを

高めるには？とかやっています

が、一住民としては、地域には

興味ないです。理由は必要性を

感じながら、地域に頼らなくて

も、生活出来るから。（でも保育

所や老人系サービスは必要だと

思っています）・・・。そこまで

の交流はないので出来ません。

このくらいの貌を知っている程

度の付き合いが楽で良いです。

密になると面倒くさいです。 

● 共働きの家庭が増えているの

で、あまり負担なく地域のつな

がりが出来るようにしてもらい

たい。 

● 地域活動は必要だと思うし、

参加してみたいと思いますが、

子育て、仕事などで参加できな

い。また周囲に活動している人

がいないので活動が分からず気

軽に参加できない。市内の会社

などを巻き込んで職場単位で参

加など考えたら如何でしょう

か。 

● 「地域のつながりと支え合い」

よくわかりませんが、自分自身

が迷惑をかけないよう日々心が

けています。高齢化社会に向か

ってどのように努力できるかや

はり迷います。 
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●  私の自治会の班は子供も成

長、全員外へ出ていき老夫婦の

みの所帯となっている。空き家

もありこの先の生活に不安を感

じている。このような状況を理

解して福祉活動を目に見えるよ

うに続けてほしい。 

● 引越しをしてきて半年も経過

していないので狭山市の「地域

福祉」についてわかりませんが、

少しずつ交流を図れるようして

いきたい。 

 

 ③ 地域福祉活動への参加に関すること 

● 毎日の生活の中で近所付き合

いが良好なことは大切です。子

供の見守りをして下さる地域の

方等に感謝しています。ただ、

現在子育てと仕事の両立で地域

や子供会、学校の役員などを受

けると手が回らず、子供に留守

番をさせたり、疲れて世話がで

きないなど本末転倒な状況にな

ります。地域の活動は子供に手

がかからなくなってから、やり

たいと思いますが当番のように

なっていてどの家庭も厳しいと

思います。もう少し自由に参加

できるとよいと思います。 

● 「地域のつながりと支え合い」

の必要性は十分認識している

が、仕事を優先して活動できて

いない。今後は年金生活となる

ことから元気で長生きできるか

が課題。健康長生の為にも「地

域のつながりと支え合い」との

かかわりを考えて参加したい。 

● 地域の人達が重要ではないで

しょうか。交流の中心に社協が

あってほしい。色々な活動をど

うやって地域住民に知らせてい

くか。広報の仕方、なるべく多

くの参加できるように住民活動

を細分化していく。 

 

 

２ 地域住民の幸せを高めることに関すること 

 ① 心身を健やかに保つことに関すること 
● 私自身は家族や皆さんに迷惑

をかけないよう歳を重ねるよう

に願っています。趣味を持ち、

できる限り多くの人との仲間作

りを心掛けています。そしてけ

がをしないように。 

 

●  入間小を解体したらそのま

ま。「わいわい」を解体したらそ

のまま。公園がない。ボール遊

びは駄目では子供が遊べない、

体力つくりにつながらない。有

効に使っていただきたい。 
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● 地域のボランティア活動も大

切だが、医療、介護の公的 ➚ 

サービスを後退させないで充実

を求める。 

 

② 相談・連絡に関すること 
● 地域住民の世代の差やライフ

スタイル等が違うこともあるの

で地域のつながりと支え合いを

強化するのは難しいと思う。何

か困っていること等の相談も気

軽に電話やインターネットで対

応できるとよいと思う。情報の

貧困者にはコミュニティソーシ

ャルワーカーが支援できたらと

思う。 

● どんなに良い活動や制度を作

っても、その情報が必要とされ

ている対象者にいきわたらなけ

れば無意味に思う。困った時に

どこに相談したらよいのだろう

と思い、インターネット検索が

可能な人ばかりではないはずで

す。 

● とにかく弱い人間（税金関係、

無収入、無職）に対して特に狭

山市は厳しい。弁護士などにも

相談に行ったが他市、他県では

自然に受け入れていることをな

かなか受け入れてくれない。こ

れでは余計狭山市から出ようと

いう話を周りで良くする。法律

や規則も大事だがもう少し弱い

ものの味方をしてほしい。 

● 必要とするときすぐに対応し

てもらえる様に相談しやすい環

境と体制の確保が必要です。 

 

● とにかく介護保険、障害自立、

医療、保健所等窓口がそれぞれ

になっている。社会資源を丸ご

と理解し、説明できる相談員が

必要だと思います。（必要である

人に行き届いていない社会資源

のフォローが地域では出来ませ

ん。）そこの整備が整い住み易い

地域だったり、ボランティアが

チョットした電球の交換をして

あげたり、雨の日が続くときの

買い物を手伝うとか、車いすの

方の外出の介助ができるシステ

ムがあると望ましいです。例え

ば電球を交換に行った時、独居

の方で食事もしていない、脱水

症状が見られた時、ボランティ

アが連絡すべき先を知っていな

いとボランティア精神だけでは

出来ません。いつもと違う？と

気づける地域の人がつなげる先

の保証もしていくことが大切だ

と思います。 

● 仕事をしながら子育てをして

いる。独居で介護３の義父がい

るため夫婦別居している(施設

やヘルパーさんにも協力しても

らっていますが）。働き盛りの世

代でも安心して住める街にして

ほしい。 
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● 困っている人に対して過剰に

ならない程度に必要最低限、手

を差し伸べればよい。 

● 共働きの為地域の情報などが

全く入ってきません。どこに相

談すればよいのかもわかりませ

ん。そのため子供が持てません。 

● 柏原地区は商店が少なく、買

い物、銀行、病院等に行くのに

車がないと動けない状態です。

高齢になり子供（障害者）の面

倒を見きれなくなります。夜中

に具合が悪くなったときどこに

連絡すればよいのか悩みます。

そういうときの為の手助けをし

ていただければ安心して老後を

過ごせそうです。 

 

③ 特に支援が必要な世帯の見守りに関すること 
● 認知症発生者を抱える家族に

対する地域社会の支援のとりく

み。 

 

 

 

３ 地域福祉活動の輪を広げることに関すること 

① 地域福祉活動の育成に関すること 
● 健康産業を推進している会に

所属していますので予防医学の

ことや高齢化における健康セン

ターやビジネスセンターを計画

しています。地域はもっと変わ

らないといけないと思います。

地域の人達に喜んでもらえるこ

とが必要です。 

● 人材育成など時間がかかるこ

とはやめてほしい。 

● 元気な高齢者の活躍の場をさ

らに広げる。 

● 各地域で活動を推進できる熱

心な指導者の発掘と育成を社協

で進めて行くことが重要です。 

● 元気な退職者が介護士不足や

多忙な場合、講習などを受けて

介護士さんのお手伝いが出来れ

ばと思います。退職者も年配者

なのでコミュニケーションがと

り易いでしょう。 

● 今後は福祉に関する人材の育

成が必要だと思う。多くの方を

募って活性化して欲しい。 

 

② 地域福祉活動の輪を広げることに関すること 
● 活動している人はまだまだ限

られた人が多いように思ってい

ます。支え合い等まだまだ ➚ 

かなと感じています。みんなど

のようにしたらよいのか迷うと

ころがあります。 
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● コミュニティサロンは年配者

だけでなく若い方も寄れるよう

な雰囲気があるサロンが良いで

す。 

● 介護施設、サロンなどに郷土

芸能、民踊、音楽バンドの定期

的な公演などをしたらどうでし

ょう。 

● １）各種活動の頻度を高める。 

２）予算獲得の活動等。 

 

③ 地域福祉活動団体への協力に関すること 

（意見なし） 

 

 

４ その他 

① 市への意見 
● 年配の方の一人暮らしが多く

買い物の不便さ、家の周りの手

入れなど、年金をもらいながら

お金をかけられず、台風の時な

ど困っている方が多かった。タ

クシーも使えず台風の時など周

りが手助けをしながら協力した

りとしていますが、仕事があっ

たりと出来ない時もあり申し訳

なく思っています。何か行政

（市）の方でも何かあればと思

います。 

● 「街」や家々の近隣のつなが

り、支え合いは何とか各自の努

力でうまくいっても、市の役職

にある連中がそっぽを向いてい

るのでは市全体のつながりは全

く高まるわけがない。市職は「公

僕」という精神が今は幻のよう

に消えてしまって、市役所に行

くとみんな踏ん反りかえってい

るみたい。有難くも何ともない。 

● 有料の橋は意味がない。 

● 地域社会の中でお互いが健康

であること、生活を考える時、

病院、学校、交通、水道、電力

などはどうせ言ってもインフラ

ストラクチャー。普通の町でOK

と思うが、問題はショッピング

センター的な場所がない新狭山

地区の駅までバス、帰りもバス

又はタクシー（第１交通）利用。

これは何故。マンション建設の

み急いでこれからは老人世帯が

多くなっていく一方・・・？不

思議で仕方ない。一番の願いは

ストアーの確立、または店舗。

近くには農家も点在。タイアッ

プして地域の自冶会とで共同参

画、公園の一部でなどで…？こ

のころは福祉アンケートとは異

なるが、いくらでもほかのこと

が出てくるので空白を利用させ

て頂きました。これからの協議

会の活躍と発展を祈ります。 
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● 廃校になった学校を有効活用

して欲しい。一般開放やその他

利用方法があると思う。 

● 有害施策や通信などに対し、

行政はもっと規制を強めていい

と思う。犯罪のない地域社会を

作ることに力を入れていきた

い。 

● 入曽方面の道路の悪さ。一向

に良くなっていませんね。４０

年前となんら変わってない所が

多く残念です。 

● 市からのアナウンスが家の中

にいても聞こえる程度の設備に

してほしい。 

● 入間基地に民間空路の乗り込

み。 

● 騒音について特に飛行騒音に

ついて十二分なアンケートをと

ってください。 

● 人が住むこと（人口増加）が

できていない、住みやすくして

ほしい。 

●  小笠原とのつながりを強化

（狭山との関係がある事が知ら

れていない）。 

● 狭山市に引っ越ししてきてま

だ１年経っていませんが、住宅

街など夜は真っ暗でびっくりし

ました。街灯は消えていたり、

暗かったりで街灯を LEＤに変

更の予定と聞きましたが、一向

に変わらず暗い街だと思いま

す。子供たちも危ないので送り

迎えが欠かせません。早急に街

灯を明るくしてほしいです。（入

間川地区） 

● 地域活性化の為何かすべき、

特に七夕通り。 

● 狭山市駅東口・西口の寂れ方

はひどすぎる。 

● 工業団地があるのに税金が高

すぎる。 

● 市長が変わっても市が良くな

ったとは思えない。 

● 市の職員の多すぎる。訪問し

たとき暇そうにしている人がい

る。 

 

② 社会福祉協議会への意見 
● 社協の存在だったり本当に福

祉サービスの必要な人が社協情

報すら知らないことのないよう

に、もっと社協の存在やできる

ことを周知する。 

● 社会福祉協議会、そのものが

一体どういうものなのか一般的

に分からないといったことが最

も大きいと思う。 

● 社会福祉協議会の活動などの

PR を自冶会単位で定期的に開

催することを提案したい。市広

報と同時配布される小冊子だけ

では不十分。殆ど読まれていな

いと思います。 

● 社会福祉協議会の社会的評価

が知りたい。 
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● 社会福祉の募金などはよくあ

りますが、どのように使用され

ているのか、また、活動内容を

もっとアピールしても良いので

ないかと思います。 

● 今現在、子育て中の生活世代

であり、夫婦２人滋賀への共働

きの時よりは地域との繋がりが

大幅に増えたが、学童保育の定

員の不足や近隣の空き地や交通

などにより、常に子供の成長と

ともに地域の子育て不安から、

更に繋がりが必要と感じてい

る。ファミサポなど利用させて

もらっているが、手続きや支払

い方法、連絡方法など必ずしも

使い易いとは言い難く、この子

育て開始時、地域へのつながり

を持ち始めた時期。支えを実感

できたら、今度は支え合いで支

える方にも自然と移行していか

れるのではないでしょうか。 

● 「ファミサポ」というシステ

ムを知らない方が多いのは ➚ 

どうして？また、「ファミサポ」

の利用料金を「現金」ではなく

「ポイント制」にして、他のボ

ランティア活動のポイントと共

通にして利用するとしたら、も

う少し利用しやすいのでは（働

いているお母さんが主に利用す

ると思うが、家計のために働い

ているのに、利用料として払う

ことにためらいが生じるような

気がするのと、副業禁止の会社

勤めの方々などはどうなの？と

いう感じがします）。 

● このアンケートを通じて、社

会福祉協議会のことを知りまし

た。何も知らない自分に気づき

ました。他人ごとと思う自分で

した。アンケートで福祉につい

て考える良い機会でした。 

● 社会福祉協議会とは、自治会

回覧で入会金をお支払いするこ

としか意識していなかったが、

もっと身近な活動を知りたいと

思います。 

 

③ 市・社会福祉協議会への意見 
● 1．今、何が困っているのか？

掘り下げて的を絞る。 

２．その項目をどう解決するの

か。 

３．その時に費用がどのくらい

発生(必要）なのか。 ➚ 

４．期間軸がどのくらい必要な

のか。 

５．予算化のレベルを確認する。 

● 今後も市民全体の福祉のため

にご尽力をよろしくお願いいた

します。 

 

④ 交流の場に関すること 
● 狭山市駅、駅中、駅外、周辺

の店舗充実（大戸屋等のよ ➚ 

うな老若男女行きやすい店に

（年配の方も外出してもらう）。 
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● 堀兼地区に定年になってから

集まって楽しむ場所が少ない。

特に女性の口癖は赤坂公園をも

っと高齢になっても行ける場所

になれば良いと思います。 

● 地域のつながりがなかなか作

れないところに住んでいます。

近くに小さな公園でもあれば、

世代を超えて交流する機会が生

まれる気がします。 

● 入曽は特にお茶を飲むような

場所がなさすぎる。商店街もな

いような所なので、日頃（日中）

気軽に入るカフェのような飲食

店の出店をしていただければ、

近所の人達もそういう所で交流

をとれると思うが土地の使用規

制が厳しいとかあるのでしょう

か。 

● ご承知の通り高齢者が多いで

す。私は班長をしておりますが、

２６世帯の中で子供は０歳が一

人です。７５歳以上の方が１０

名以上います。老人が集まって

会話のできる所がもっとほしい

です。私のところの保育園は現

在空いております。ぜひ使わせ

てほしいです。もちろん班長が

責任を持ち、市には迷惑をかけ

ないようにしたいと思います。

空けておくのは防犯上よくない

です。 

● 誰でも入りやすいコミュニテ

ィースペースがあるとよい。 

● チェーン店より地元の素材を

売る八百屋や飲食店、カフェな

ど(おいしい狭山茶のカフェ）。 

 

⑤ 移送・交通に関すること 
● 高齢になり病院通いが増えま

した。交通手段のない病院への

通院のためタクシー利用になり

ます。年金生活で一人暮らしで

診療費は一割でもタクシー代が

往復数千円かかります。生きて

いる限り通院が必要な眼病のた

め、交通手段をもっと便利にし

てほしいと痛切に思っていま

す。 

● 福祉バスの充実を、病院・買

い物に利用。所沢市や入間市と

連携すると効率よくできるので

は。高齢者でも歩きやすい道路

を。 

● 高齢化しているので１６号線

沿いの地域は日常の買い物、医

療関係の交通の便が良いとは言

えないので充実して欲しい。 

● これから高齢化が進むので、

病院の送り迎えのサービス、歩

行困難者や買い物難民の為の車

のサービス等。 

● 障害者や高齢者など買い物や

病院へ行くのが大変な方の為、

巡回車のようなものがあると助

かると思う。 

● 買い物、病院、福祉施設など

への足の問題対策の充実。 
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● 核家族が増えた結果、若い子

世帯との距離があり、足が不自

由になると買い物に困ります。

ところが宅配サービスに頼りき

りになると人と接点を持たなく

なります。一人でタクシーを使

うのでなく、近所で数人乗り合

わせて不安の無いような ➚ 

交通網を作っていくことが必要

な場合があります。道々努力し

て歩いている人もいますが、座

って休むことができるベンチを

おくことも良いかと思います。

歩くためには休める場所を数か

所近くに公衆電話設置されると

より良いこともあります。 

 

⑥ アンケートに関すること 
● 我が家の子供で脳障害で今リ

ハビリしていますが、まだーも

うー３歳なのに歩けない状況。

でも幼稚園の受け入れはなく、

保育園もパートだと待機児童が

いる状況。色々な情報は、自ら

調べたり聞いたりしないと入っ

てこない難しい世の中だと改め

て思っていて、このアンケート

は、どんな世の中に変わってい

く一歩になるのか。忙しいのに

このアンケートをただ見ている

だけなのか、と思っています。

何はともあれ良い方向になるこ

とを期待しています。 

● 紙での回答ではなくインター

ネットを利用したアンケートに

していただきたい。回答の集計

も人手を使うより早いし経費節

減になる。 

● 夫婦二人暮らしだと地域のか

かわりがありません。アンケー

トの内容が難しく具体策が細か

く記載されているともう少し考

えがまとまったと思う。 

● アンケートの枚数が多い。 

● アンケートには回答させて頂

いたが、昼間は仕事をしている

ので、障害者手帳を所有はして

いるが、今までサービス関係の

ケアを全く受けたことがない

し、どういう福祉事業をやって

いるか情報の提供がないのに、

いきなりアンケートを一方的に

自宅に送付されてくるのは困惑

と迷惑である。こういったこと

は自分が定年を迎えてから初め

て実感、勉強するものではない

かと思われる。 

● 社会的には男性として生活し

ているが、戸籍は女性であるた

めに性別の記入は毎回戸惑う。

無記名で統計的に処理するとあ

るので気にする必要はないが、

そういった人間も一定数いるこ

とを認識してほしい。 

● 誠意の有る人だけが回答する

アンケートとなり、偏りが生じ

ると思います。手法を考え直さ

れた方が良いと思います。 

● アンケート項目はもう少し減

らして的を絞ったほうがよい。 
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● 問４２に関しては判らないこ

とが多く、日頃からの意識や関

心が薄いのかと反省していま

す。 

● アンケートの結果は公表され

ますか？その方法は？ 

● このアンケートは、地域福祉

について考える良い機会でし

た。 

 

⑦ その他 
● 地域で元気に自活するには、

病院へも交通手段が乏しく気軽

に行けない、年金が少ないので

お付き合いも制限外出も出来な

い、散歩も危ない道路が多い、

公園も近くにない。 

● 自冶体の外部団体は、行政の

天下り組織になりがちですの

で、組織の若返りが必要だと感

じます。日和見主義の組織は要

りません。 

 


